
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

保育士 ① 11人 10人

人
社会人常識マナー

検定3級
③ 11人 9人

人 Excel検定 ③ 11人 3人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

5 名 18.5 ％

専門学校　岡山情報ビジ
ネス学院

昭和61年7月26日
学院長

榊原　俊章

〒700-0024
岡山県岡山市北区駅元町1-4　ターミナルスクエア6F

（電話） 086-224-2336

（別紙様式４）

令和2年6月１日※１
（前回公表年月日：令和元年6月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三友学園 昭和61年7月26日
理事長

野津　基弘

〒700-0024
岡山県岡山市北区駅元町1-4　ターミナルスクエア6F

（電話）

教育・社会福祉 教育・社会福祉専門課程 保育学科２年制コース
平成29年文部科学省

告示第29号
―

学科の目的
子どもの心に寄り添い、成長をサポートできる保育士・幼稚園教諭をめざす。保育者としての自覚、人間形成の基礎をつくる大事な時期の子ども達に対して保育をする責
任感とやりがい、また保護者や地域に方々への対応ができる人間力も養う。保育や福祉の現場に必要な知識や実践力を修得し、即戦力、可愛がられる人材育成を育成
する。

086-224-2336
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成30年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 345時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1770時間 1086時間 519時間 540時間

学期制度
■前期：4月1日～8月31日
■後期：9月1日～翌年3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
成績評価はS、A、B、C、Dの５段階、科目終了時に試験、レ
ポートで評価

20 人 12人 0人 6人 14人 20人

長期休み
■夏季休業日：8月5日～9月1日
■冬季休業日：12月23日～翌年2月16日
■春季休業日：3月2日～3月15日

卒業・進級
条件

次の項目を全てみたすこと
・必修70科目、1770時間を履修すること
・卒業基準検定を合格（エクセル検定3級・社会人常識マナー検
定3級のうちいずれか一つ合格）
・出席率90％以上（卒業年次）
・科目の成績評価が全てC以上

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

新入生歓迎会、スポーツ大会、学園祭、ボランティア活動電話連絡、保護者面談、家庭訪問等

■サークル活動： 有

保育所・福祉施設など
社会福祉法人八幡福祉会八幡保育園　　社会福祉法人倉敷福徳会小谷かなりや
第二保育園　社会福祉法人宝和会羽島保育園　株式会社メディアソリューションひ
まわり保育園上新庄園　社会福祉法人津山社会福祉事業会津山保育園　社会福
祉保人P．P．.P．BBチャレンジャー　他　全10か所

（令和元年度卒業者に関する令和2年6月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 91
■その他：
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数： 10 人

（令和元

平成31年4月1日時点において、在学者27名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者22名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

経済的理由・進路変更等

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

URL:http://www.oic-ok.ac.jp/course/childcare.html

■就職率： 100

令和2年6月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
　担任教師とキャリアサポート室が連携し学生の進路選択の
サポートを行う。併せて就職対策講座により教養・面接対策等
を行う。

■卒業者数： 11

■就職希望者数： 10

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■中退防止・中退者支援のための取組

定期ガイダンスの実施・クラス行事・学校行事への参加・家庭との連携等

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
・OIC特別奨学金制度（本校入学者を対象に実施）
・後期授業料免除制度（本校入学後、所定の条件を満たす者を対象に実施）
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

https://www.oic-ok.ac.jp/assets/document/about/2019.pdf

http://www.oic-ok.ac.jp/course/childcare.html


（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

①

③

③

土居　直美 専門学校　岡山情報ビジネス学院　保育学科
学科長代理

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

保育実習Ⅰ（保育所）

保育の理念、保育所の役割、保育所の社会的責任、保育の
質を高める保育を学び、保育士として必要な保育所での保
育の実践を体験をし、保育士技術の体得・向上、自分なり
の保育観を確立していくために行う。

社会福祉法人寿宝会竜王保育園　　社会福祉法人
適育福祉会瀬崎保育園　　岡山市灘崎認定こども
園　　備前市立西鶴山保育園　　社会福祉法人つく
し会つくしこども園他　全10園

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

実習科目担当の教師が「保育士養成協議会」で出された「保育所実習の手引き」に基づく実習内容を実習前に事前に実習園と確認、
調整を行い、実習内容、学生の学修成果指標等について定める。実習期間中に担当教師が実習園を訪問し、学生の実習態度、行
動、状況を把握するとともに実習担当者もしくは園長と情報交換等の連携をしながら実習授業運営を行う。実習終了時には、実習園
実習担当者及び園長による学生の学修成果の評価と実習日誌をふまえ、担当教員が成績評価、単位認定を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
＜委員会意見より現在実施中項目＞
・就職率１００％は、他大学も含め当たり前に求められる。離職につながっていないか、続く理由などを追跡調査できないか。
⇒2年前からキャリアサポート室が、卒業生の就職先を訪問し追跡調査を実施し、その様子を各学科に報告している。また、評判のよ
い学生には、何がよいと評価されているのかを知るために、直接インタビューをしている。今後、実績として報告していきたい。
・今後、３年課程に絞っての運営をしていくと考えると、２・４年でない３年だからこその魅力をどう発信していくのかを要検討する必要
がある。
⇒３年間での学びで得られる成長を具体的に提示できるよう学科での検討を続けていく。
＜委員会意見より具体的内容検討中項目＞
・保育実習をはじめとした実習において、途中での辞退者がでないように学生に夢や希望を持たせるとともに事前指導を有効に活用
してほしい。そして、現場も受け入れる際には将来を見据えた対応を検討をしていってほしい。
⇒精神面の強化はもちろん、学びの場を増やすことも目的として「実習報告会」の実施をした。外部の方々もお招きしご意見をいただ
いたが、学生の意見や思い、学びを知るとともに学生自身の学びの振り返りにも有効であった。外部委員の先生方からも継続する意
義を感じるとのご意見を頂戴した。さらにブラッシュアップしていきたい。
・清掃活動への取り組みを学生自身がしているのは、非常に大切なことである。現代の学生たちは経験がないことも多く現場に出て
から苦戦することもある。
⇒掃除は基本である。されど細かな気づきは保育にとって重要である。本校としても学科としても重要項目として力を注いできた部分
であるため、継続することはもちろんだが、より重要性を知らせていきたい。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

「保育園指定保育士養成施設の指定及び運営の基本について」に準じた認可保育園・認定子ども園（保育所型・幼保連携型）の中
で、本校の教育方針を理解していただき保育士に必要な専門知識の習得だけではなく具体的に保育現場で求められる人材育成に即
した実習が体験でき、かつ岡山県保育士養成協議会において登録された保育士としての実践的な実習ができる保育園を選定してい
る
（状況に応じて各学生の適性・希望等を総合的に判断し決定していく）

（開催日時）
第１回　令和元年8月29日　17：00～18：30
第２回　令和2年1月23日　17：00～18：00

学校法人　朝日学園　朝日塾幼稚園
教育アドバイザー

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

赤木　美子 一般社団法人　チカク　代表理事 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

大原　正裕 社会福祉法人遍照会　遍照保育園　理事長 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

岡﨑　多美子

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

　本学科が考える教育に関する基本方針が、今の現場が求めるニーズに合っているかどうかを確認し、その中で、足りていない点に
おいて、そこを強化するための助言を編成委員の方よりいただく。また、保育の現場で通用する社会人として今の保育に関する情勢
や、保護者対応、子育支援方法を知り、今後の授業における授業内容の改善、新たな科目の開設などを行い、他の学校との差別化
をはかる。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
　保育士・幼稚園教諭・社会福祉分野における人材育成のために、保育園・幼稚園・社会福祉分野関係者および岡山情報ビジネス学院関係者
で構成された「教育課程編成委員会」を岡山情報ビジネス学院内に設置する。年間２回以上開催される委員会にて、教育課程の編成に向けた
意見・助言等を受けカリキュラムの等の開設・改善・工夫等を行う。第１回委員会では、前期学科運営状況の報告を行い各委員より改善意見や
ご提案をいただき具体的な取り組み方策の検討案の提示を行う。その後、後期学科運営で検討案の実施を行い、第２回委員会にて実施状況の
報告と次年度に向けた新たな教育課程の提示を行い各委員より再度意見や助言をいただき次年度の具体的な教育課程の最終案を決定し承認
をいただく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高岡　信吾 専門学校　岡山情報ビジネス学院　常務理事 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

難波　芳子 専門学校　岡山情報ビジネス学院　教務第１課　課長 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

令和2年6月1日現在

名　前 所　　　属 任期

榊原　俊章 専門学校　岡山情報ビジネス学院　学院長 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

2回(例年の開催時期は、9月、1月）



（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

・主催：岡山県保育士養成協議会
・日程：令和2年10月(予定）
・参加者：土居　直美
・研修名：保育実習委員会研修
岡山には数多くの保育士養成校があり、保育士の資質向上や質の高い現場実習を行うために養成校同士の共通理解、実習の調整
などを図る必要があるので保育士養成協議会という組織があり、本校も所属している。今回の研修では、各養成校で実習における授
業方法や、運営の仕方など、意見交換を行う。よりよい実習を行うため、また質の高い保育士を育成するため、実習における問題点
や改善点などを養成校の中で共有し、協議を重ねていく研修である。

②指導力の修得・向上のための研修等

・主催：岡山県保育士養成協議会
・日程：令和元年10月16日（水）
・参加者：土居　直美
・研修名：保育実習委員会研修
岡山には数多くの保育士養成校があり、保育士の資質向上や質の高い現場実習を行うために養成校同士の共通理解、実習の調整
などを図る必要があるので保育士養成協議会という組織があり、本校も所属している。今回の研修では、各養成校で実習における授
業方法や、運営の仕方など、意見交換を行った。よりよい実習を行うため、また質の高い保育士を育成するため、実習における問題
点や改善点などを養成校の中で共有し、協議を重ねていった。

②指導力の修得・向上のための研修等
・主催：株式会社　PHP研究所
・日程：令和元年9月28日（土）
・参加者：土居　直美、伊丹　稔博、高橋　正太
・研修名：教師研修
本校の「社会人対応力」を育む「心の推進プロジェクト」に取り組む中で、株式会社　PHP研究所と連携している。本校は創立当初から
心豊かな人材の育成に力を入れ、「心の教育」にも積極的に取り組んだ結果、1997年に日本初の「心の教育モデル校」の指定も受け
た。PHPの編集長に来校していただき、教師に対して学生が社会人対応力を身に付けるためにはどのとうにすべきか等、今までの経
験から講演をしていただき、本校の心の教育に役立てるための教師研修であった。

・主催：株式会社　進研アド
・日程：令和2年8月下旬～9月予定
・参加者：土居　直美、佐藤　沙季、伊丹　稔博、髙橋　正太
・研修名：「基礎力リサーチ」フィードバック教師研修
株式会社　進研アドは、入学者に対して、入学時及び進級時に学びの定着化を図ったり、退学予防に役立てたりすることを目的とした
「基礎力リサーチ」を提供していただき、本校と連携をしている。株式会社　進研アドが、「基礎力リサーチ」結果をもとにさまざまな角
度から分析した結果を各学科の担任にフィードバックを行い、今後の学生指導に役立てるための研修である。

・主催：一般社団法人　全国専門学校教育研究会
・日程：令和２年3月
・参加者：髙橋　正太
・研修名：新任教員基礎研修
一般社団法人　全国専門学校教育研究会は、全国の専門学校が教育の成功事例や取り組みなどを共有し、より専門性の高い教育
を目的とした一般社団法人で、研修会を通して情報交換や教員のレベルアップを図っている。本校もこの研究会に加盟しており、他校
との情報交換や教師のレベルアップを図っている。今回の研修は全国専門学校研究会に所属している専門学校の新任教員研修であ
る。学生とのコミュニケーションの取り方、授業の展開方法を学んだ。また、実践として模擬授業を行い評価、改善を行った。

　保育学科教員の業務経験や能力、担当する授業科目や授業以外の担当業務に応じて、学内研修・学外研修・自己啓発・その他研
修に分類し、研修規定に基づいて年間研修計画をたて、研修受講を行う。また、研修受講後は、研修報告書の作成と他関係者に対
する内部研修の実施を必須とする。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



　

種別
企業等
委員

卒業生・
企業等委員

PTA

企業等
委員

企業等
委員

企業等
委員

卒業生・
企業等委員

企業等
委員

企業等
委員

地方公共団体
等委員

企業等

委員

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:http://www.oic-ok.ac.jp/

（９）学校評価 学校評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況
（１１）その他

（６）学生の生活支援 学生支援への取組状況（スクールカウンセラー）
（７）学生納付金・修学支援 学納金、独自の奨学金制度・学費支援制度
（８）学校の財務 財務状況

（３）教職員 教職員数、教員の組織、教員の専門性、教職員の研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 就職支援等への取り組み支援、企業等との連携による取組・キャリア教育への取組

（５）様々な教育活動・教育環境 教育活動・校舎、施設紹介、学校行事、課外活動

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 OICの教育方針、心の推進プロジェクト、プライバシーポリシー（個人情報保護法） 

（２）各学科等の教育 目指す業界・職種、目指す資格と資格取得実績、就職実績、カリキュラム

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.oic-ok.ac.jp/

公開時期：令和元年9月1日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情
報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　本校の教育方針やキャリア教育、職業教育をはじめとした教育活動等の状況を提供する。また、それぞれの学科の目標検定や就
職実績についても情報を提供し、公的な認可を受けた教育機関として誠実な対処を行い、説明責任を果たす。

畑　嘉昭 株式会社　トスコ　取締役 令和2年4月1日～令和3年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

高松　聖 株式会社　スカイリンク　岡山制作部長 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

安田　正人 自衛隊香川地方協力本部東讃区隊長 令和2年4月1日～令和3年3月31日（1年）

礒谷　賢二
リコージャパン株式会社　中国事業本部岡山支社
アシスタントマネージャー

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

石橋　史恵 ウェブクリエイティブ株式会社　代表取締役 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

近藤　正晃
株式会社　ホテルグランヴィア岡山 総務部総務
人事課　課長

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

岡﨑　多美子
学校法人　朝日学園　朝日塾幼稚園
教育アドバイザー

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

松本　武司 有限会社シルク　代表取締役 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

河原　秀明
医療法人創和会　しげい病院
医療支援部　総務課　課長

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

宮﨑　栄一
株式会社　創明コンサルティング・ブレイン
代表取締役

平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

仲田　錠二 株式会社ユナイテッドサーブ　代表取締役 平成31年4月1日～令和3年3月31日（2年）

担任制、卒業生の社内での評価などは、良い評価をいただいたので、今後も退学防止などの課題に取り組んでいく。特に、教師の
力量による差が、退学、就職などすべてに影響するため、その差を解消できるように教員研修を継続する。また、非常勤教師の採
用も行い、学生サービスの充実を図る。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和2年6月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 現在はありません

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

（７）学生の受入れ募集 学生の受け入れ募集
（８）財務 財務
（９）法令等の遵守 法令等の順守

（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援
（６）教育環境 教育環境

（２）学校運営 学校運営
（３）教育活動 教育活動

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価
を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　自己評価の評価結果について、学校関係者として卒業生、保護者とともに企業等による評価を行い、自己評価結果の客観性・透明
性を高める。また、本校の教育方針である「即戦力となる人材育成」「ビジネスマンにふさわしい人格形成」「ニーズに対応したカリキュ
ラム」に基づき、地域社会に貢献できる人材の育成に結び付けるために、関係者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図
ることを目的とする。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

http://www.oic-ok.ac.jp/
http://www.oic-ok.ac.jp/
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○
ビジネス実務
Ⅱ

社会人としてふさわしいマナーであったり、言葉
遣いや身だしなみなど、第一線で活躍人材になる
べく、人間力も高めていく。

2
通

60 2 ○ △ ○ ○

○
子ども家庭福
祉

子どものいる家庭の問題を概観し、権利擁護や子
どもを健やかに生み育てる環境づくりを重視した
福祉施策を通して、児童家庭福祉の現状を理解す
る。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 保育の心理学

保育実践に関わる心理学の知識を習得し、発達に
関わる心理学の基礎に基づいた子ども理解を深め
る。また、学びの過程や特性を踏まえた人との相
互的関わり等の意義を知る。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
子ども家庭支
援の心理学

生涯発達と初期経験の重要性を理解する。子ども
の心理発達・子どもの精神保健を学び、家庭の意
義と機能や子育て家庭を取り巻く社会状況を学
ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 子どもの保健

子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を
理解し、子どもの発育、発達と保健について理解
する。子どもの疾病とその予防法及び他職種間と
の連携のもとの適切な対応を学ぶ。

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
子どもの食と
栄養

健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に
関する基本的知識を学ぶ。子どもの成長段階にお
ける食生活について理解する。

2 30 2 △ ○ ○ ○

○
子ども家庭支
援論

保育所のもつ子育て支援を重要な社会的役割とし
て理解する。家族の変容と子どもを取り巻く社会
環境をみつめ、適切な相談、助言のあり方を学
ぶ。

2 30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　保育学科２年制コース）令和２年度　２年生
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）
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選
択
必
修

自
由
選
択
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義

演
　
　
習
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・
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・
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技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 乳児保育Ⅰ
社会人としてふさわしいマナーであったり、言葉遣
いや身だしなみなど、第一線で活躍人材になるべ
く、人間力も高めていく。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 乳児保育Ⅱ
3歳未満児の発育や発達に即した生活や遊びを理解
し、乳児保育の方法や環境の構成を学ぶ。乳児保育
における配慮の実際を具体的に習得する。

2 15 1 ○ ○ ○

○ 障害児保育

様々な子どもの障害について理解し、子どもの中に
はさまざまな障害により養育者や保育者とのかかわ
りが困難になってしまうことが生じることを理解す
る。

2 15 1 △ ○ ○ ○

○
幼児への特
別な支援

個々の特性や心身の発達に応じた援助や配慮につい
て学ぶ。障害児その他の特別な配慮を要する子ども
の保育における計画の作成や援助の具体的な方法に
ついて学ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○
社会的養護
Ⅱ

子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容
について具体的に理解する。社会的養護における計
画・記録・自己評価の実際について理解し、相談援
助の方法・技術について理解する。

2 15 1 ○ ○ ○

○ 子育て支援
健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関
する基本的知識を学ぶ。子どもの成長段階における
食生活について理解する。

2
後

15 1 △ ○ ○ ○

○
幼児と造形
表現

身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親
しむ経験と保育の環境について学ぶ。子どもの経験
や様々な表現活動と造形表現を結びつける遊びの展
開の技術を実践的に習得する。

2 15 1 ○ ○ ○

○ 幼児と健康

子どもの発達と運動機能や身体表現について学ぶ。
見立てやごっこ遊び、運動遊び等に見られる子ども
の経験と、保育を展開するために必要な知識と技術
を実践的に習得する。

2 15 1 △ ○ ○ ○

○
保育実習Ⅰ
(保育所)

保育の実践を体験し、保育技術の体得・向上、自分
なりの保育観を確立していくために行う。

２
前

90 2 ○ ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　保育学科２年制コース）令和２年度　２年生
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
保育実習Ⅰ
（施設）

社会人としてふさわしいマナーであったり、言葉
遣いや身だしなみなど、第一線で活躍人材になる
べく、人間力も高めていく。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習事前
後指導Ⅰ(保
育所）

保育実習（保育）の全体的な枠組みを理解し、実
習に臨む心構えを作る。また実習の自己評価や総
括を行い、新たな課題や目標を明確にする。

2
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
保育実習事前
事後指導Ⅰ
（施設）

保育実習（施設）の全体的な枠組みを理解し、実
習に臨む心構えを作る。また、実習の自己評価や
総括を行い、新たな課題や目標を明確にする。

2
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
保育・教職実
践演習

保育者としての自分自身の課題を意識し、必要に
応じて自分自身の不足している知識や技能等を補
い、その向上を図ることを目的とする。

2
後

30 2 △ ○ ○ ○

○
多文化共生保
育

外国の子どもを受け入れている保育所や幼稚園に
おける多文化保育の実際とその諸問題を理解す
る。異文化理解を深める保育の内容や方法を学
ぶ。

2 30 2 △ ○ ○ ○

○ 青年心理学
健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に
関する基本的知識を学ぶ。子どもの成長段階にお
ける食生活について理解する。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 音楽Ⅱ
声楽の基本と、読譜力をつけることを主とする。
ピアノ、声楽などに必要な音楽理論の基礎を学
ぶ。感性を育む音楽鑑賞も合わせて学ぶ.

2
通

30 2 △ ○ ○ ○

○ 言語表現
保育者として言語表現技術指導の基礎的知識及び
必要な技術を身に付け，実際に活用できるように
する。

2
前

15 1 ○ ○ ○

○ 図画工作Ⅱ
幼児への造形教育に必要とされる基礎的な理論・
技法・表現法の習得し、具体的な保育実践へとつ
なげていく。

2
後

15 1 △ ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　保育学科２年制コース）令和２年度　２年生
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
身体表現Ⅱ－
1

社会人としてふさわしいマナーであったり、言葉
遣いや身だしなみなど、第一線で活躍人材になる
べく、人間力も高めていく。

2
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
身体表現Ⅱ－
2

音楽に合わせて体を動かすことを通してリズム感
や創造力、表現力を身に付ける。また、オペレッ
タの制作を体験的に学習することで現場につなが
る保育者の表現力や指導力・構成力磨いていく。

2
後

15 1 △ ○ ○ ○

○ 保育実習Ⅱ
保育実習Ⅰの反省を踏まえ、保育の実践を体験
し、保育技術の体得・向上、自分なりの保育観を
確立していく。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○ 保育実習Ⅲ

児童福祉施設等の役割や機能について実践を通し
て理解を深める。また、施設における支援の実際
を学び、保育士としての業務内容や職業倫理を実
践に結びつけて理解する。

2
前

90 2 ○ ○ ○ ○

○
保育実習事前
事後指導Ⅱ

保育実習Ⅰの反省を踏まえ自己課題を明確にし、
既習の教科の内容やその関連性を踏まえ保育実践
力を培う。

2
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
保育実習事前
事後指導Ⅲ

健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に
関する基本的知識を学ぶ。子どもの成長段階にお
ける食生活について理解する。

2
前

15 1 △ ○ ○ ○

○ 教育実習

幼児や教師と生活を共にすることで、幼児や保育
に関する知識をより確実なものにし、同時に教師
の仕事について具体的に理解することを目的とす
る。

2
後

180 4 ○ ○ ○ ○

○
教育実習事前
事後指導

幼稚園の機能や内容、教育実習の目的や意義を理
解し、教育実習に対する意欲や課題意識を高める
ことをねらいとする。

2 15 1 △ ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　保育学科２年制コース）令和２年度　２年生
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 教育相談
教育相談の意義と原則について学び、保護者支援
の基本を理解する。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 音楽表現技術

幼児の音楽表現法を学び，幼児教育の現場で音楽
活動に活用する基礎、実践力を身につける。表現
力、創造性を高めるため歌うことや身体で表現す
ること、簡易なリズム楽器を使用して奏でること
など多様な表現法を学ぶ。

2 15 1 △ ○ ○ ○

○ 教育実習指導
教育実習を前に、教育実習を行う目的を明確に
し、幼稚園教諭として必要な知識や技術、実習に
臨み態度や心構えを学ぶ。

2
通

30 2 △ ○ ○ ○

○ 施設実習指導

保育士として施設実習へ行く意義と目的を知り、
福祉・保育の担い手となるために、人間観・保育
観・福祉観を築きあげ施設の現状と役割を理解す
る。

2
前

15 1 ○ △ ○ ○

○ 卒業研究
健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に
関する基本的知識を学ぶ。子どもの成長段階にお

ける食生活について理解する。

2
通

30 2 △ ○ ○ ○

○ 親学
親として、すべきことを学び、さらに人としての
成長を目指し、人間力を高めるライフデザインを
学ぶ。

2
後

15 1 ○ ○ ○

　　　31科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 825単位時間(    46  単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

次の項目をすべて充たすこと
・必修70科目、1770時間を履修すること
・卒業基準検定を合格（エクセル検定3級・社会人常識マナー検定3級のうちいずれか一つ）
すること　・出席率90％以上　・科目の成績評価が全てC以上

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（教育・社会福祉専門課程　保育学科２年制コース）令和２年度　２年生
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法


